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」 （ 〈四〉二三左） 、 〈延〉 「一詞
モ」 （四八オ） 、 〈長・南・屋〉 「一言も」 （ 〈長〉四九頁） 、 〈覚〉 「ひと詞も」





ク」 （ 〈四〉二三左） 、 〈延〉 「世ヲ早クセサセ給シカバ」
（四八オ） 、 〈長〉 「世を やくせさせおはしまししかば」 （四九頁） 。
6〈四〉 「憂
へたる
色」 （二三左） 、 〈延・長〉 「愁タル色」 （ 〈延〉四八オ） 。
7〈闘〉
には、 「散々にて」の脱落があろう（ 〈全注闘〉上―一一九頁） 。【注解】〇葬送の夜、延暦寺 興福寺の衆徒等、額打論を為出だし…
 
二条院の葬送が行われたのは、永万元年（一一六五）八月七日の





























の読み中世古辞書等に未見。 天文本 『字鏡鈔』 「榔
カウ〈檳榔也〉 」 （二五三） 。


























一也云々」 （大日本仏教全書興福寺叢書第一―六頁） 。 　
〇興福寺の
額を立てて
 〈四〉同、 〈延〉 「神ヲ立」に擦り消しと訂正を加えて「額







一に」 （二三右） 、 〈延〉 「興福寺ニ向テ」 （四七ウ）等と記す、 〈四・





は聖武天王の御願、諍ふべき寺无け ば、一番なり。二番には大職冠・淡海公の氏寺、興福寺の額を立てて、南都の末寺等、次第に 並べたり」 （ 〈闘〉 ）のよう 記していた。しかし、延暦寺が、東大寺の次、興福寺の上に額を立てたとする。ただそ 場合、延暦寺が、興福寺に
対峙する上の位置に額を立てようとしたのか、あるいは東大寺と興福寺の間に額を立てようとしたのかが分かりづらい。 〈盛〉 「東大寺ノ行ノ次ニ延暦寺ノ額ヲ打タリケレバ」 （
1―九六頁）などは、後者のよ



















































テ、黒革威ノ大荒目ノ鎧、草摺長ナル、一色ザヾメカシテ、茅ノ葉ノ如ナル大長刀ヲ以テ、或ハ凍リノ如ナル太刀ヲヌキテ走出テ」 （四八オ） 。 〈盛〉は傍線部を欠くが、異本の蓬左文庫本・静嘉堂文庫本は傍線部あり 名義抄〉 「
韘　

































」 （二四右） 、 〈延〉 「或散々トシテ」 （四八ウ） 、 〈長〉 「あ
るひは散々として」 （
1―四九頁） 、 〈盛〉 「式作法散々ト有ケレバ」 （
1
―九八頁） 。 〈延・長〉の「或」は、 「式」の誤りと見るべきだろう。また、 「式・作法」は、 「式 作 とも解しうる。 〈盛全釈〉の「式作法散々ト有ケレバ」の注解（七―一二頁）参照。


















＊信太周『新版絵入平家物語（延宝五年 ）巻一』 （和泉書院一 八二・
10）
＊


















































































































































































































































































より、 永万元年（一一六五）八月九日の午二点の頃。 〈四・延・長〉 「九日
の午
の剋コク
に」 （ 〈四〉二四右） 、 〈盛〉 「同八月九日」 （
1―九八頁） 、 〈南・





る。 に対して、 〈四〉 「押破
て乱入
ル」 （二四右） 、 〈延〉 「押破テ乱入ヌ」 （五〇
オ） 、 〈長〉 「をしやぶりて ん入す」 （五一頁） 、 その他〈南・屋・覚・中〉





にいた頼政等と大衆等はほとんど戦うことなく、大衆等は清水寺方面になだれ込んだとするのであろう。清水寺焼打前に 武士らと大衆等との間に大きな戦闘があったのならば記録に留められようし、 〈盛〉に記される頼政を初めとする武士達の官職も永万元年当時の官職で特に問題はなく、 〈盛〉の記事を一概に創作 して一蹴することはできないように考える。 　
〇内蔵頭教盛朝臣、布衣にて左衛門の陣に候ひ
けり　
〈四・延・長〉同、 〈南・屋・覚〉不記。 〈中〉 「平家のぐんびや































一族の人々が六波羅に集まったとする。一方、 〈南・屋・覚〉では、山門の大衆等が西坂本の防衛線を突破したとの記事に続いて、後白河上皇が山門の大衆に命じて平家を追討しようとしているとの噂が流れたため、 「軍兵内裏に参じて、四方の陣頭を警固す。平氏の一類、皆六波羅へ馳集る」 （ 〈覚〉上―三五頁）とする。このように、軍兵は内裏へ、平家の者達は六波羅へとする点は、 〈南・屋〉も同様であるが、こうした書き分けは、 〈四・闘・延・長〉 形 改変 たもの 考えられる。 〈名義抄〉 「
慞　






議右衛門督」 （三九頁） 、 〈四・延・盛〉 「右兵
衛督」 、 〈長・中〉 「左衛門のかみ」 （ 〈長〉
1―五一頁） 、 〈南〉 「中納言






御の折の法皇の言葉「サルニテモ不思議ノ事云出ツル者哉。何ナル者ノ云出ツラム」 （ 〈延〉五二オ）に見るように、決して根拠 ない反論ではなかった。その法皇の言葉は、 「ウトカラヌ近習者共 御前ニ候ケル中」 （同前）で発せられたものであったからである この時期、二条院の崩御を機に、後白河院と清盛は、今までの絆を一層強めようとしている段階であった する見方があるが（日下力三〇九頁） 近時の歴史学の研究によれば、二条院の死でにわかに後白河院政が開始されたわけではなかった。六条天皇は後白河にとって孫ではあるが二条天皇を擁護してきた摂政藤原基実、八条 、徳大寺家等の勢力に囲繞された天皇であった。また基実と結ぶ清盛も、やはり六条天皇を



























カ」 （二四左） 、 〈延〉 「畏リ驚カレケリ」 （五〇オ） 、 〈長〉
「畏ておどろかれけり」 （
1―五一～五二頁） 、 〈覚〉 「恐れさはがれけ









払フ」 （四〇頁） 。これに対して、 〈四・延・長・盛〉





の後、 「火坑変成池は如何」の札が立てられた翌日に、 「歴劫不思議是なり」の返札が立てられていたという後日譚（Ａ）だが、そ を初めに記し、以下、①法皇還御、重盛同道②清盛法皇を警戒 重盛諌言③
不思議な噂といぶかる法皇に対し、西光天道の計らいと答えると続けるのが、 〈闘・南・覚・中〉 。これに対して、Ａを文字どおり後日譚として、①②③の後に記すのが、 〈四・延・長・盛〉 。 〈闘〉が、清水寺炎上の「朝」とする点、 〈覚〉 「清水寺やけたりける朝」 （三六頁）に一致。清水寺焼打を七月 「廿九日の午剋」 とする 〈覚 場合、 その 「朝」とは、 「明く 七月三十日の朝」 （三六頁の脚注） の意となる。 〈闘〉 は、焼打を「九日の子の時 が 当時 日付変更時点は、丑の刻と寅の刻の境の午前三時にあったとされる（小林賢章一五頁）ことからすれば、 〈闘〉の「炎上 は、炎上のあった八月九日の翌朝「十日」の意となるが、正確には、 〈四・
延・長・盛〉
のように、 「後朝（＝
翌朝） 」とあるべきだろう 〈四・延・長・盛〉の場合は 焼打を「八月九日ノ午剋」 （ 〈延〉四 ウ）とす が、Ａ 冒頭「清水寺焼タリケル後朝」 （同前五二オ）とは 八月十日 朝 ことと る。なお、 観音」は朱による補入句（校異・訓読
1）だが、 「観音」を記すのは、

















































































































































































































































呼者」 （右に右訓「シレ」 ） 、 〈延・中〉 「アトナシ者」 （ 〈延〉 ） 、
〈長・盛〉 「跡なし者」 （ 〈長〉 ）とあり、 「あとなし者」とも、 「あどなし者」とも両様に読めるが、当該箇所 意味としては、 「あどなし者」の意に通じる「根拠 ない、ばかげたことをする者」即ち「いたずら者」 の意と考えて良かろう （ 〈延全注釈〉 巻一―二九八頁） 。 〈闘〉 の 「安
度無し者」は、 〈闘〉に使用される「度」の使用例からしても、 「あどなし者」と読んで良かろう。 〈闘〉の「哽」の訓例は当該箇所にのみ見られる。中世古辞書に、 「哽」を「をかし」と読む訓例未見。 〈名義抄〉 「哽 　






















（五一ウ）とするように、院の見送りから戻った重盛に、清盛が話しかける形。 〈南〉 「一院還御ノ後、父大納言重盛卿ニ宣ケルハ」 （六五



















































































































































































顔に」 、 〈南・屋・覚・中〉同。 「人の注意を引くそぶり。不審な印象を与えるような言動のさま」 （ 〈日国大〉 ）の意。 〈四・延
・長・盛〉 「心


































」 （二六左） 、 〈延〉 「サルニテモ不思議ノ
















衛門尉入道也、故信 乳母子云々」 （ 『玉葉』承安三年三月十日条） 。とすれば、西光以前 父祖の代に信西と関係を有していたことが推測される。以上から、西光が中央に進 した事情としては、西光と近しい関係にあった人物が阿波国の国司となり、西光の父祖はその人物を介して信西とつながりを持った可能性が考えられる。そのような事情を背景に、西光は信西の乳母子・家人となり、さ に鳥羽上皇のもとに伺候し、同上皇を後楯に院近臣の藤原家成の養子となったか 考えられる（山下知之一五四～一五七頁） 。こうして西光となることにより、身分の低さが問われることなく、貴族社会への出入りが可能となり（佐々木紀一、二三頁） 、後白河院の意思でもある西光の破格の昇進も可能になったとする （米谷豊之祐一五七頁） 。 お西光が『平家物語』 本格的 登場するのは、山門関連記事からと考










釈〉 「そんなこ を言ったって無駄なこと」 （上―一一〇 ） 、 『日本古典文学全集平家物語』 「そんなことを言ってもむだだ」 （
1―七五頁）
と解すれば、西光ばか か、他の院の近臣達も平家の過分な栄華を不快に思っていたことになる。一方、 〈評講〉 「つまらぬことを申すものよ」 （上―八四頁） 、 『古典集成平家物語』 言う だ（上―五三頁） 、 『全訳注平家物語』 「これはとほうもない事をいう」 （
1






































＊山下知之「阿波国における武士団 成立と展開―平安末期を中心に―」 （立命館文学五二一、 一九九一・
6）
（本稿は、二〇一四年度名古屋学院大学研究奨励金による成果の一つである）
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